
様式例第3号 

「第３期朝来市子ども・子育て支援事業計画(素案)」に関するパブリックコメントの結果 

意見等の募集期間 令和６年１２月２４日（火）～令和７年１月２２日（水） 

意見等の受付件数         ２人   ７件 

提出方法の内訳 
郵便    ０人  ファクシミリ １人 

電子メール ０人  持参     １人 

実施機関(担当課等)コメント 

 ご意見をいただき、ありがとうございました。 

いただきましたご意見等と市の考え方についてお知らせいたします。 

提出された意見等の概要 

 (類似する意見については、取りまとめて掲載しています。) 

番号 意 見 等 
市 の 考 え 方 

(修正がある場合は、その内容) 

１ ① 第２章子どもと子育て家庭を取り巻く

状況／３主なアンケート結果⑤放課後の過

ごし方・⑦子育て支援について 

気軽に利用できる遊び場が整っている／公

共施設や道路が子育てに配慮されているに

対して、そう思わないが50％前後となって

いる。 

対策 

既存の小学校校庭やこども園園庭の施設を

充実させ、空き時間に地域で利用できるよ

うにすることで地域ぐるみの子育てを具体

化できる。校庭・園庭公園化 

 

 

②第３章 計画の基本的な考え方／ 

３基本目標 基本目標１ 子育て家庭を地

域全体で支えるまちづくり 

対策 

小学校を放課後の遊び場として子どもの安

全・安心な居場所を作る。見守る人員地域

ボランティアを配置し放課後の校庭で遊び

道具を用意して学年関係なく野球・サッカ

ー・バスケットボールなどやりたい遊びに

参加させる。 

例）大阪府交野市のフリースペース事業 

①放課後等の子どもの居場所づくりの重要

性、必要性は市としても認識しております。

小学校の校庭や園庭は、子どもが安心して

過ごすことができる地域の居場所であり、

それを地域ぐるみで見守り支えることで、

子育て環境の充実にもつながるものと考え

ておりますので、ご提案については、今後

の事業展開の参考にさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

②子どもの放課後の安全・安心な居場所づ

くりについては、地域とともに遊びの場や

学びの場の創出に向けた取組みを検討して

いきたいと考えております。 

 具体的な取組みについて地域とともに検

討する際には、いただきましたご意見やお

示しいただいた他市の先行事例についても

参考にさせていただきます。 



田舎でも安全な遊び場がない／近所に遊ぶ

相手がいない／遊びに行くのに送迎がいる

／室内でゲームばかりで身体を動かさない

等の問題解決。 

学童保育利用者も時には合流。学童保育利

用をしなくてもパートの親の帰宅時間まで

短時間過ごせる 

また、放課後の学校の教室を利用しての宿

題や学習の見守りを実施すれば低学年の下

校が早い児童の待機時間を作れる。学力保

証にも繋がる。 

例）京都市 

 

 

２ ①基本理念について、支援サービスの提供

や経済的な支援だけでなく、子どもが自分

の力で心身ともに成長する「子育ち」のた

めの環境を作ること、保護者が子どもの成

長する姿を喜びながら「子育て」を楽しめ

るよう子育て力を高めるなど、地域ぐるみ

で取り組んでいけたらいいと思います。 

 

 

 

 

②P３８ ③５行目「知識の普及」とはどの

ような知識か具体的な記載が必要では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ご意見のとおり、「子育ち」については、

子ども自身が成長しようとする力を持って

いることを認識し、保護者や周りの大人が

その力をサポートし、成長の手助けをする

環境を整えることであると考えています。 

 いただいたご意見を踏まえ、地域全体で

子どもの育ちと子育てを支え、子どもの笑

顔をみんなで喜び合える朝来市を実現でき

るよう努めてまいります。 

 

 

②ご指摘の内容については、内容に不明確

な点もありましたので、ご意見を参考に 

P.38 基本目標４-(1)-③４行目以降を「ま

た、乳幼児期から正しい食習慣を身につけ

ていくため、関係機関と連携し、食育指導

や情報提供等を行い、食に関わる知識の普

及に努め、食への理解を深めます。」に修正

します。 

 

 

 

 

 

 



 

③育児休業明けの職場復帰に際して、子育

てと仕事の両立に不安や負担を感じている

親が、次の妊娠出産をためらう状況もあり、

育児休業の取得のしやすさだけでなく、安

心して元の職場へ復帰できるよう職場環境

の改善や支援サービスの拡充が必要だと感

じます。 

 

 

 

 

 

 

④子ども達は赤ちゃんや異年齢の子供との

関わりや多世代の大人や高齢者に接する機

会が少ないので、地域等で交流の機会を充

実させることにより、子どもは命の大切さ

や子育ての意義を学ぶ機会になり、大人は

生きがいや活力が生まれるなど双方にメリ

ットがあると思います。地域の一人ひとり

が地域ぐるみの子育てについて意識を持て

るような取組みも必要だと思います。 

 

 

 

⑤P３７①の１行目 出産を迎えらえるよ

う、(誤記) 

 

 

 

③ご意見にありますように、育児休業後の

職場復帰における環境整備や支援の拡充

は、保護者にとって重要な課題であると考

えております。 

 いただいたご意見に基づき、子育て世代

の育児への不安を軽減し、次の妊娠・出産

へのためらいを軽減していくためにも、事

業所等に対し育児と仕事の両立に関する意

識の向上に向けた取組みへの協力、理解促

進に努めてまいります。 

 

 

 

④子どもたちが異なる世代の人々と交流す

ることで、多くの価値ある経験を得られる

と考えております。こうした交流は、命の

大切さや他者を思いやる心を育むだけでな

く、地域全体のつながりを深める重要な役

割を果たすものと考えております。 

いただいたご意見については、地域ぐる

みの子育てを推進するうえでも重要であ

り、今後の施策の展開の参考とさせていた

だきます。 

 

 

⑤P.37 基本目標2-(1)-①の１行目「出産を

迎えられるよう、」に修正します。 

 

 

 


